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暮らしのなかの地域文化
──
 〝竈神〟や〝居久根〟などを例に
 ──
千
　
葉
　　　
貢
　
日本の〝家〟に含まれている意味は、多様であり複雑である。 〝家〟
を継ぐ人や継いだ人を〝家督〟と呼ぶ。今でも「○○さんは△△（家）の家督だ」 「○○は我が家の なんだから」などと、暗黙のうちに長子、長男のことを指し示す言葉として用いられている。辞書のなかの「家督」の項には、 「①相続すべき の跡目。また、跡目を継ぐべき子。嗣子。長子。──を継ぐ。②【法】旧民法で、戸主の身分に付随するすべての権利・義務。戸主の地位。──そうぞく 【家督相続】家の跡目を相続すること。旧制では、戸主の死亡・隠居 どに伴う相続、すなわち戸主権を受け継ぐこと 多くは直系卑属 家族が相続人とされた。 」 （ 『新村出編
 広辞苑
　
第四版』岩波書店、五一一頁）と説
明されている ②は 「旧民法で」 と ことだが、 今でも何代かにわたって受け継がれてきた家業、例えば○○屋、△△店、□□社などと呼ばれる自営業や商家、 そして農林漁業などの後継者や跡取り ことを 〝家督〟と言い慣れ、聞き慣れている。因みに専業農 に生まれ育った筆
者は、生業の条件であり資源である田圃や畑、山林を、 「新民法」通りに母や兄弟姉妹で応分に相続しても小規模になるだけで、ましてやそれぞれが手入れをしたり耕作したりするわけでも ければ持ち出すことも出来ないのだから、 長兄である 〝家督〟 に一切の相続を委ね、 次、三男以下はもとより姉妹に至っては、学資の支弁を受 たり、必要な時に必要なだけの飯米や、人生の節目の際 「寸志」や「金 封」を貰ったりと、それが応分か、平等 、計算したことがないので不明なのだが、それでいて兄弟姉妹の誰一 として不平不満を洩らしたり、世にいう「相続争い」をしたりしたことがない。　〝家督〟と呼ばれてきた長兄は、全資産を相続したものの有り難がらない。天候不順や自然災害による不作や減収に諦めやすいが、人為的な農政に振り回される不満を口 す 。農政を担う人々は、超難関と評判の「上級試験」を突破し、優秀な人材として中央省庁に勤める官僚や、 〝先生〟と呼ばれ、二言目 は〝国民のため 〟を繰り返す政治家によって捻出された、机上の試案に等しい農政に翻弄されなが
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一、はじめに│──
 家の内外に目を向けて
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らも、減反を承知のうえで「田圃を荒らしてはいられねえ」と、国際化や経済の門外漢にして、金銭的な打算に無関心を装いながら、今年も土づくりや草刈りに励んでいる。何とか収穫された米は、工場で機械的に生産する無機質なモノと異なり、 天候や自然の恵みを授けられ、「八十八」もの手を加え、一年余りの間世話を施してやっと結実する。それは人知に及ばないゆえに、お日様、お天道様、お月様などと感謝を込めて呼びかけ、 「御陰様」と交わし続けてきたのである。筆者は、こうした習慣こそが尊い「教養」だと思うのだが、どうだろう。有機物の生産と消費を、 無機質なモノと同じように扱い、 そして関われば、人間もまたモノ化さ ることを免れ 。備えられたモノの機能に依存するあまり、さらに多機能なモノを欲し、より便利さを追求したくなることは っても、自ら考え 面倒臭がり 有機的な人間性の「考えて創造する」という能力の低下、 感性を反映する心情 劣化情操 硬直化などを招くであろ 。昨今の機器や進歩への過度な〝依存〟ぶりを憂うのは私だけではな だろう。モノの機能によ 効用は承知している だが、その恩恵ばかりが強調され、副作用の懸念は不要なのだろうか。携帯電話、またはスマートホンを操作しながらことから、イヤホーン（ヘッドホン）を用いて聴きながら本を読むことや運転することによって生ずる 結果についての是非や功罪を想定しているであろうか
（注１
（。また、そうした行動が先進的で、文明の証
であり進歩発展の成果なのであろうか。いずれその流行の蔓延や深刻化に伴い副（反）作用というべき弊害や疾病を生みだし、対応・対策
が遅いなどという批判にさらされながら後始末、事後処理に追われ、獲得以上の辛苦や負担を長期的に強いられることになるであろう。それでいて「想定外」を口々に、 「これまでに経験したことがない」とし「現行の法律ではどうすることもできない」 「法の整備が遅れていた」などと、被害者を救済できないような 不安 満ちた「訴訟」や「裁判」の多発 簡単に治療でき い病症に至るという、 「無機質なモノ化依存 陥穽が待ち受けているような懸念を覚え、副作用による逆襲を怖れるのだがどうだろう。なぜならば、人工的な機器の機能 改善され進歩した であって、歩きながら操作したりイヤホーンを身につけたまま運転 りすることは、自分も進歩して るという錯覚や誤解に起因する副（反）作用である。その結果につい まで因果関係を認めないだろうし、ま てや責任を感じたり補償 応じたりしなであろう。そこで温故知新、一例を挙げてみた 。　
かつて、中山間地に棚田のように広がっていたわが郷土は、 「構造
改善事業」とい 時（一九五〇年代後半から六〇年代前半）の農政に従い、一枚あたりの田圃の面積を拡張し 耕耘機を導入しやすいように「改善」しながら、それまで薪や落ち葉の供給地だった雑木林を開田し、遠隔地から堆肥を運び、 「遠水は近火 救わず はないけれども、近くの地下水を汲み上げたり湧き を集めたり なが 、代かき、田植え、そして夏の草とり 経て秋の稲刈りなど、いずれも手作業を行い、僅かながら増産に協力したという 、その数年後には一転して減反 休耕を割り当 られる いう政策の強制によって再び雑
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木林へと復元を試みたものの、開田前のような腐葉土はなく、栗や小楢、櫟を中心とした生態は甦らず 平坦に削られ痩せこけた土地に、雑草
、
林というに相応しい植生と化している。その後、地域の人々は、
一部の雑草
、
林を刈り払い、どこか投げやりのように植えた杉の苗が、
かつての「農政」によって芽生えた影響など気にする様子もなく成長を重ねている。　
こうして、 「兎追いしかの山
　
小鮒釣りしかの川」 と唱われた山里は、
落葉広葉樹に代わり、針葉常緑樹だという杉の木が増えたために、山里に春の訪れ 告げ、農作業を始める目安になっていた辛夷や山桜の花が見られなくなり、初夏から夏の盛りに広がる若葉青葉の鮮やかな彩り、秋か 初冬にかけて「秋の夕日に照る山紅葉」と歌いな ら季節の移ろいを つけた色と どりの紅葉、風に舞う落ち葉を踏む足音を聴いたり見たりする機会が少なくなってきた。その反面、年中色濃く、重苦しいような風景に変わってきた。だ な か、晩春から初夏にかけて「鮮やかな緑よ／明るい緑よ／鳥居をつつみ藁屋を隠し／薫る薫る若葉が薫る」と唱 ながら眺めた新緑に代わって杉花粉が飛び散り、 「進歩した便利な」 自動車の排気ガス （これは副産物な 〝外部不経済〟と教えられた）も加わ 〝花粉症〟に悩まされ泣かされる人が多くなるのも無理からぬのである。その原因 （ とも遠因）は、場当たり的 農政である、と言っては言い過ぎであろうか。　〝花粉症〟の原因（少なくとも遠因）は、国策の「農政である」と言えば、多くの 々は「まさか」と驚くであろう。予感を抱き予測し
ていた専門家は、 「不都合な真実」と知りながらも、決まり文句のように「科学的な根拠を示せ」 「合理的な理由は何か、説明しろ」 「客観的な資料を出せ」 どと口を揃えるだろう。それこそ 自然現象を含め、人工的な作為など何でも説明できるかのように傲慢に ってしまった「進歩発展至上主義者」の詭弁 あり欺瞞である。 「３・
11東
北大震災」や「東電福島原発 による放射能汚染をはじめ、突風や竜巻に加え、 「未曾有の」 数十年 一度あるかなしの」 「これまで経験したことがないような」豪雨に見舞われ、大きな被害を受け後始末に追われる被災者の苦悩を目の当たりにしながら 「科学万能」 過信するあまり、進歩発展や開発の真意を理解 ているであろう 。 気象予報士」という資格を有する人が連日「予報」を説明しながら、あるいは 「原子力規制委員会」 とい 学識経験者や専門家と呼ばれる人々を結集しながら、未だに突風や竜巻、豪雨の被害から逃れられず、 「放射能汚染」に伴う避難や仮設住宅から解放されない はどうしたこであろう。不可解に満ちた自然現象だけではなく ましてや僅か 知識しか持たない未熟な人間が 良か として作為したも ごとには、予期しない「まさか」が起こり得るということを素直に自覚すべきである、と思うのだがどうだろう。その「まさか」が進歩発展至上主義に伴う「想定外」では済まされない副（反）作用であり、 「甚大 「未曾有の」 「これまでに経験したことが い」陥穽もあり得るのだということを重ねて言いたい。だから、昨夏に多発した豪雨や突風、竜巻などに加え、今春の〝花粉〟対策や「予報」は如何であろうか。貴重
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な経験を「喉もと過ぎれば熱さを忘れる」という箴言に諭されるまでもなく、豪雨や突風、竜巻、花粉などは口に入れられないのだから、身を って した「熱さを忘 」ないうちに、国政による早急にして広域的な対策を「予報」し 原因の究明、被害を「規制」 、もしくは払拭していただきたい。　
こうして「家の内外に目を向けて」みると、ぼんやり見過ごしては
いられない、うごめく社会の渦中にあるということに気づく。その社会も過去の連続なのだから、在りし日の事触れを語るのも決して無意味なことではないだろ 。
二、 〝竈神様〟に睨
にら
まれて
　　　　　　　
（１） 〝竈神様〟のある家々
　
日本の〝家〟にまつわる概念は、歴史的であり民俗的である。 「三
界に家なし」という諺は、どこにも安住すべき家が い、という比喩であり、 「居住用の建物。①（普通 一家族の）人が住むための建物。②特に自宅。わがや。 」のことである。そして、 「同じ家に住むような人の集合体。①家庭。家族全体によって形作 る集団。特に旧民法で、戸主の支配権で統率された、戸主 家族との共同体。 」を意味し例えば「家
うち
の人はねえ」 「家
うち
の人を呼んで下さい」 「誰か家
うち
に居ますか」
「宿題は家
いえ
に帰ってからやろう」 （両方使う場合もある）などという習
慣をもっている。 「結婚して家
うち
をもつ」は「家庭をもつ」という意味
で捉えられ、民俗的には「竈を分ける」 分家する」の意味も含んで
いる。さらには、 「家門の誉れ」ではないが、　
　
家の状態。①家産。家の財政。 「︱が貧しい」 「︱を傾ける」②名
門。家柄。徒然草 「︱に生まれ時にあへば」 。 「いい︱の子」 。 （中略）「 （出家に対し）在家。俗生活
（注２
（。 」
　
などという説明が続いているのだから理解するのは難しい。ここで
は最も単純にして明瞭な建物としての「安住すべき家 の内に備えられ、火を用いて煮たり焼いたりと、食生活に欠かせない〝竈〟 （今日ではシステムキッチンなどと呼ばれる台所のガス台、あるいは電気コンロ）にまつわる〝竈神〟 、または〝竈神様〟と称する、 「①かまどを守護する神。奥津日子命（おきつひこのみこ ） 。奥津比売命（おつひめのみこと）を祀る。のちに仏説を混ぜて三宝荒神（さんぽうこうじん） ともいう。かまがみ。かまどかみ。②妻の異名。︱まつり （竈の神祭） 。かままつり 同じ。 〈季 ・ 冬〉 」
（注３
（などと説明されている 〝竈神〟
について紹介したい。これは火難除けや火伏せ、火防を目的に祀 れた屋敷神 一種であり、 「火災を防ぐ神仏の神通力」を期待し 祀られたものであろう。なぜならば、 「竈は 家屋 なかでは 私的 裏側の領域に属するものであって 異界との境界であり、神霊の出現する場所としては中心と える。物が生成さ る背後には、異界の霊力であ ことを考え 場合、竈は、創造の中心となる 」
（注４
（からである。
その〝竈〟が「私的な裏側の領域に属する場所」にありながら、 「物が生成され」 「創造の中心となる」のは、そ 家 人間（家族） 口にする食べものを煮たり焼いたりと、料理したりこしらえた する神
− 198 −
千　葉　　　貢
聖な営為の拠点であり、晴
、
れの場所だからこそ、火という「異界の霊
力」に依存しながら、生命の保全や継承に欠かせない「食」を可能にしてきたということである。　〝竈〟は物理的な器であり、 〝火〟は「異界の霊力」である。さらに
〝竈〟は神秘に富む〝火〟を熾すゆえに、 〝火〟を祀ることが竈神の必然なのである。だから「家の炉や竈で燃える火は、暖房、調理、照明など日常生活におい 欠くこと できないものであるが、この火は、日常性の象徴として家と不可分のも ともみなされてきた。このことは炉や竈に火の神や竈神を祀ることに 表れているが、家を数える単位としてカマドが用いられたり、分家や破産を表現す のにカマドをおこす か、 マドをつぶすというこ にもうかが できる。 」
（注５
（のである。従って、 〝竈〟は日々の暮らしに欠かせないのだから、
「家を数える単位」や「分家や破産を表現するの 」用いられ、一家の象徴的な役割を担い、代名詞のような意味合いを持 されたとしても不思議なことではない。　
また、日本の家屋の骨格は、縄文時代から樹木を用い、屋根や壁の
材料として茅や笹が利用され、後に藁や板、土、石 ども活用されるようになったという歩みを教えられてきた。それは入手しやすい いう条件に加え、防水や断熱の効果に富むと う素材の特性について、身をもって気づいたからであり、 各種の材質にとどまらず造作を含め永年に亘る経験知の蓄積であり具現に他ならない。　
承知のとおり、樹木や茅、笹、そして藁は、乾燥しやすく持ち運び
が容易なのだが、火に対して脆弱で燃えやすい。この特徴は、家屋の素材としての弱点であり短所である。この防火策として考え出されたのが「竈神」であり、 「竈神様」と呼ばれる「火伏せの神」である。これは家の内に祀られている神々のなかの一つ あり、土俗的な土着の神と言えよう。 「竈神」を祀る理由は、 神通力に期待し、 火災を防ぎ、火災から守って欲しい いう素朴な願いを込めた俗信の典型である。火伏せの神を祀る風習や風俗、 俗信は、 竈の有無や古今に関わりなく、民家の土間や台所、ダイニングキッチンのなかのガス台の上方、お勝手の出入り口などに 「秋葉神社」の名を記した紙製のお札、火難除け（火伏せ）を示した、やはり紙製のお札などを、神通力に期待を込めて貼り付け、日常的に注意を喚起している。これらの風習や習俗、俗信は、筆者も
写真１　台所の棚に祀られた“竈神様”
（岩手県一関市花泉町にて筆者撮影）
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承知しているのだが、全国的に見て、どこにどんな火伏せの神様がおり、何と呼ばれ 火伏せの神様なのか、関心を抱いているもの 浅学にして具体的には知らない。そこで、筆者の生家に限らず郷土の家々に祀られ いる「竈神」 、または「竈神様」を念頭に入れて説明したい
（写真１を参照のこと）
。
　
例えば、 ものの書による 、 家郷の「岩手県から宮城県にかけては、
カマガミ（釜神） 、カマオトコ（釜男）と呼ばれる が土間奥のカマドに近い太い柱に祀られている。これは土製 木製の面で、目を大きく見開 た恐ろしい顔をしている。 」
（注６
（と紹介されており、続けて、
　
　
東北地方では釜神様、 全国的には荒神様をカマドの神としており、
十一月十五日を荒神様の日としている地方もある
（注７
（。
　
とのことであり、 「荒神様」が「火伏せ、火難除けの神である」と
いうことを教えられた。その「荒神様」につい は、 「①三宝荒神（さんぼうこうじん）の略。竈（かまど）の神。②かげに てそれぞ の人を保護すると信じられてい 神。③西日本で祀（まつ）る屋敷神。同族祭祀のことが多い。→地神（じがみ） 」
（注８
（という説明から、 「西日本」
地方との違いを教えられた 従って、小林昌人も「荒 柱の荒神は三宝荒神、つまりカマド神・火の神と解されている。この は一般的に土間のカマドやイロリなど火を使う場所に近い柱を言 、柱またはその横に棚を作ったり、 荒神用の特別の舟形をした注連縄を掛けて祀る。この分布は関東から関西 四国、九州にかけて広い。 」とのことだが、またしても「釜神柱・オカマド柱・オカマ柱はカマドの神を祀 柱で、
土間のカマド近くに立つ。東北地方の伊達藩の旧領地では、この柱あるいは、その近くの柱 カマガミサンの面を吊る。それは恐ろしくこわい顔で、そ 家を建てた時使ったもっとも太い梁材 端を使ってつくったといわれる。 」
（注９
（という説明を続けている。筆者の家郷も「伊達
藩の旧領地」とのことであり、なるほど「カマガミサン」は「恐ろしくこわい顔で」あり、火の取り扱いを見守り、注意を促し、火災の防止を訴えて るかのように見える。 〝火〟の怖ろしさゆえに、いつ頃からか「地震、雷、火事、親父」 並び称され、警戒を怠るべきではないとして語り継がれてき 。 〝火〟は人類の一大発明であり、有史以来、毎日使い続ける不可欠なものだけに、注意や警戒も毎日必要なのである。私たちは、 「木鶏」とも異なる 独特な面相の「竈
かまがみさま
神様」
に睨まれながら、神秘に富む〝火〟 と に暮らしているということ
写真２　移築された民家のカマド柱に祀ら
れた“竈神様”
（岩手県一関市花泉町にて筆者撮影）
− 196 −
千　葉　　　貢
である
（写真２を参照のこと）
。
　　　　　　　
（２）釜も竈も〝かま〟のうち
　
釜や竈（今日のガス台やコンロ、レンジに等しい）は生活の必需品
である。今でも独立した一家や新たに所帯を持つことを 〝竈〟 に喩え、〝竈をもつ〟 〝竈を分ける〟などという。その〝竈〟とともに所帯道具に欠かせないのが〝鍋
なべかま
釜〟である。釜は竈に据え、炊かれた〝同じ釜
の飯を喰う〟 家族がいて、 仲間となる。それでいて 〝同じ鍋の飯 喰った仲〟などとは言わない 〝竈〟を見かけなくなった今日でも、電気釜やガス釜と呼ばれ、 〝峠 釜めし 味わった後、器 ある 釜〟が捨て難い。 〝竈
かまど
〟の〝土〟がなくなったけれども、 〝金は天下の回り
もの〟 と同じように、 〝釜〟 と う名称や字形に名残りをとどめ いる。その〝釜 は、実物において 竈 異なり、その機能も違う。それでも小林昌人は、 「東北地方では 神様」だとして「竈神」 、 または「竈神様」とは書いていない。さら は「釜神柱」 「カマド神」 「カマドの神」として、 やはり「竈」と 漢字を用いていない。それでいて「オカマド柱」は、 「カマドの神を祀る柱」で「土間のカマド近くに立つ」とのことだから、 「釜（カマ） 」ではなく「竈（カマド） 」だということが読みとれる。だから どうし 「竈」とい 漢字を用い かったのか 、 「竈
かまがみさま
神様」に睨まれながら育ってきた筆者は、疑問を抱いた
次第である。　
釜は「鍋（なべ）釜（かま）を揃える」 「鍋
なべかま
釜だけでも」などと一
緒に呼ばれたり、複合化しやすい語彙として扱われたりすることが多
く、所帯道具や炊事道具の代表であり、家財の代名詞として用いられることもある。だからか「鍋釜が賑わう」という豊かな暮ら ぶりを喩え 一方で、 「鍋釜を売っても・・・売るな」と真顔で言いながら、貧しい暮らしに甘んじている、長屋の熊さんをたしなめたり らかったりする、落語の台詞に相応しい諧謔や滑稽の喩えと て用いられたのであろう。かつては、 「面々の楊貴妃」ではないけれども、 「手鍋提げても」所帯をもちたいばかり 、 「破
われなべ
鍋に綴
とじぶた
蓋」という教訓も知ら
ずにのぼせたものの、今や取っ手つきの小さな鍋（雪ひら鍋か）を用いる暮らしを続け、 「親の恩、歯が抜けてから噛みしめる」とともに、「未練残すな、思い出残せ」という教訓に励まされながらも、 「泣いて昔がかえるなら／なんで愚痴など言うものか／花の命は一度だけ／よしておくれよ気休めは」
（（
（注
などという流行歌の文句を口ずさむ日々であ
り人生である。　
こうして、 鍋や釜は、 竈に代わって電気やガスを用いるシステムキッ
チンになったものの、暮らしに欠かせない炊事道具に変わり ない。鍋や釜は竈の〝火〟によって生かされた だから 〝火〟を扱う竈の安全こそが火除けや 難除け 火伏せの「神」として祀られる対象であり、御利益を期待して「竈神」 「竈神様」と呼ばれるようになっということである。従って、 筆者は「釜神」や「釜神様」という「釜」ではなく、 「竈神」や「 神様」 、 「竈神柱 と用いるべきであり、 「竈」が正鵠であると思う。けれども「竈」で用いる炊事道具が 釜 なので、同じく〝火〟 関わり合う「カマ」と重なっているゆえに混同し
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たものであろう。近代化の一環として「エネルギー革命」と称される燃料の変化に伴い、薪炭を用いる「竈」に代わって、電気やガスに依存する台所や火所に進歩発展し便利になり、家の構造までもが近代的に、かつ合理的になったとしても、火災の危険が無くな たわけではない。だ ら、火伏せや火難除けの〝神様〟として秋葉神社や荒神様などの御札を祀り 「竈神」 「竈神様」と呼ばれる木像（土像もある）の「恐ろし 」表情の「面をオカマド柱に吊る」したり、棚をつ って置いたりしても何ら不思議なことではな 。昔ながら 防火ポスターであり、防災意識の確立を目指し防災教育の一環である、 言っても過言 はないだ う。宇宙に人工衛星が打ち上げられ、インターネットで世界の情報を取得出来るようになった今日でも、 「竈神」 や 「竈神様」の神通力を期待し 御利益を願う心理的な要因 変わりはなく、お神籤をひいたりお守りを身につけたりする風習に加え、煤払 や御身拭いと称する習俗や伝統ととも 息づいてい 、ということも承知しているであろう。　
たとえば、 「竈占（かまうら） 」と称して、 「朝飯を炊く時、かまど
から出る炎の有様 その日の天気を予知する占 」を行ったり 竈祭り」と呼ばれる「竈（かまど） の祭り。朝廷では春秋に行い民間では夏冬に行ったが、現代では年末に行うことが多い。かま 神祭り。 」
（（
（注
が行われているというのだから、 鍋や釜の煤（すす）とともに、
竈の煤を払い、くど（竈の別称）や五右衛門風呂の底に溜まっ 灰を掻き出し、焚き口などの掃除に苦慮したことを思い出す。それが「竈
祭り」の名残りであり、依存し続けている「竈」の恩恵や信頼に報いるべく感謝 表出であり必然であった。それはまた、火災から家を守る火伏せ、火難除けの「竈神（様） 」に対する畏敬の念にして畏怖心の具現であり継承である。それだけに〝竈〟は不可欠な家の象徴や代名詞であり、比喩として用いられてきた所以でもある。従って、 「東北地方の伊達藩の旧領地」と言われる地域の、専業農家に生まれ育った筆者の体験や記憶からして、 〝竈〟と一体となった台所のなかの一角で「竈神様」に睨まれながら〝火〟を扱い食事を共 し、育てられて来たことを忘れない。 た、台所の戸棚や引き戸で仕切 隣 は〝囲炉裏〟があった。薪を燃やしながら煮たり焼いたり、暖をとったりと、 〝囲炉裏〟を囲んで集まり談笑する場所でもあった。当然のことながら〝竈〟とは違った役割を担っていたのだが、同じ〝火〟を扱いながら「囲炉裏の神様」の有無をはじめ、名称や習俗を知らな 。なぜ、という疑問を抱いたまま今日に至った。　
思えば〝囲炉裏〟と呼ばれる場所で、 同じ〝火〟を扱い、 同じ〝火〟
で鍋や釜（特に茶釜）を用い、 〝囲炉裏〟を囲んで食事を共にすることもあったのだが 遂に「囲炉裏の神様」について知ることはなかった。 〝囲炉裏〟は、その構造か して早い時代から備えられ、 〝竈〟の方が後に考案され、備えられたのだと思われるのだがどうだろう それでいて「竈神」 「竈神様」などと呼ばれ、 祀られて来 のだから 〝竈〟は神秘的な〝火〟を扱うという畏怖心だけではなく、鍋や釜を用 る神聖な場所とし 崇められ、 〝火〟に寄せる安全を祈り威力を敬い、
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氏神の一つとして「竈神様」を創出したのではないかと思われる。それでも〝竈〟は「火を見るよりも明らか」な確証 が、 「火のない所に煙はたたぬ」のだから、 「竈祓い（かまばらい） 」 「竈将軍」 「竈賑わう」 （民の竈は賑はひにけり
（（
（注
）などという慣用句に加え、 「竈割り」
「竈を破る」 「竈を分ける」とも用いられているのだから、 「所帯」という実際的な「一家」 象徴であり、家族の紐帯意識を育んできたのである。従って、 「恐ろしくこわい顔」した「面」の「竈神」 、 かつ「竈神様」は、精神的な暮らしを支え、不文律の秩序や共感覚を身につけさせてきた教師や教材であり、地域 文化遺産であると言えよう。　
重ねて言えば、 〝竈〟は神秘的な〝火〟を扱いながら、神や命を紡
ぐ食べ物をつくり出し 家族や地域の〝絆〟を育んできた。は、その家族や地域を見守り続けている象徴 あり 日常的な拠り所である。 れは暮らしの安心や安全を願う、素朴な精 発露であり具現 け ども、今や「生活形態の急激な変化によって、一方では生活が便利になったが 他方では見えない力で家族を結びつけてきた竈や囲炉裏の消失は、昔話の語り場や炉の座 秩序 作法といた精神文化を失わせることになってしまった。 家の火所に神性を認め、その火を仲立ちにして一定の秩序やリズムをもった暮らしぶりも、家屋空間がひたすら明るく近代的なものにかわり、闇の空間が影をひそめ後退してしまうにつれて れてしまい すでに過去 ものになてしまったようである。 」
（（
（注
という現実に未練はないが、追憶に浸るた
びに 「明るく近代的なものにかわり」 というなか 用い れている 「近
代的」をはじめ、多用される「近代」 、そして「近代化」とはどのような意味で、何をもたらしたのか、善し悪しの両面について、著者だけでは く広く世の人々に問い い。なるほど その 「 によって「近代的」な多 のモノを獲得 けれども、その一方では前述の指摘の通り、多くの伝統や文化 喪失 。だから 獲得することだけに固執するあまり、守り伝えなければならな 「秩序や作法」を学ぶ教材や場所だけではな 、 に支えられて るという報恩感謝の心を忘れさせ、守らなければならないという価値観まで喪失の憂き目に逢っているような気がするのだが どうだろ 。紆余曲折を経てきた過去を知らなければ偏重を来たし、いずれ獲得したモノの副産物や副作用によって窮地に陥り その後始末に追われるという皮肉や矛盾、逆説に満ちた近未来 「想定」せざるを得ないのだが、どうだろう。筆者は○○予報士や△△規制委員が備えてい であろう〝専門知識〟の、万分の一もないけれども、登山に喩えるならば、登る勇気も必要なのだが、危険を予知し り予感したりしたら、思い切って下山す勇気も必要だということを言いたい。世の中の標高や頂上は分からないとして無理に登るという、生産、開発、建設、獲得、所持、利用どに拘泥や固執すれば やがて下山の途上で吹雪に曝され 遭難の危機に直面するであろう。多くの無機質なモノの生産と獲得 拘泥偏重や、何もかも貨幣価値で換算する功利的な固定観念は、不文律の秩序や伝えられてきた規範を疎外し、人権の尊重 かこつけた 御為ごかしの「社会悪」の氾濫 蔓延を来すであろ 憂慮するのだが
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どうだろう。またしても「温故知新」 （ 『論語』為政編）を掲げるまでもなく、 「遠水は近火を救わず」 （ 『韓非子』 「説林
　
上」篇）という教
えも忘れがたい。　
こうして〝竈〟という道具が少なくなっても、神秘的な〝火〟とい
うエネルギーはもとより、恋するという〝胸の火〟は、人の世から消えることなく〝愛の火〟と化して燃え続け、共に不滅であろう
（（
（注
。だか
ら、いつの世にあっても〝火〟のもとには気 つけなければならないということである。
三、 〝居久根〟に守られて
　　　　　　　
（１） 〝居
いくね
久根〟のある家々
　〝居
いくね
久根〟って何？
　
初めて聞いた方もおられるだろう。 〝居久根〟
とは、 家屋の敷地内に植樹し、 家屋を囲んでいる屋敷林 別称である。これは隣との境界を明らかに示 たり、目隠しのために植えられたりする垣根（生け垣など）とは異なり、それ以上の役割を担ってきた混交林の一帯を意味するも である。だから そ 植生や生態からして、剪定を施 べく植木や庭木 とも異なり、装飾的では い で見栄えはよくないが、実利的な多機能を有している その〟居久根〟について紹介してみたい。因みに筆者は〝いぐね〟 濁音（訛り）にて呼んできたのだが、のち 日に至って、この呼称は限られた地域の〝共通語〟 あり、全国一様ではないということを教えられた。そこで、念のために『新村出編
　
広辞苑
　
第四版』を開くと、そこには「 （東
北地方・静岡県で）屋敷境。転じて、屋敷まわりの樹木をもいう。 『くね』は地境のこと。 」 （岩波書店、一二三頁）という説明だけなのでもの足りなさを覚え、東北は岩手県最南端の町にして、宮城県境にて生まれ育った筆者は、 他の地域はどうなのであろうかという興味を抱きながら、 わが〝居久根〟との関わりについて思い出すまま記述したい。　
筆者のいう〝居久根〟は、隣家との境を示し目隠しのための生け垣
以上の役割を担い、その樹種も豊富である。樹種によっては放置したまま成長を促し、先代 先々代以前から 樹齢 数 たり 先々代以上の年輪を重ねたりしながら家屋を囲み、屋敷林を形成して るとう、歴史の重厚さ 目の当たりにすることがある。その地に屋敷地を持ち、家屋を建てると同時に植樹されたと思われる樹種のなかには
写真３　手前の車道に面した民家を囲む“居久根”
（岩手県一関市厳美町にて筆者撮影）
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樹齢百年や二百年を超える大木があったり老木があったりしても不思議なことではない。 「御先祖様が植えた木だから」と語り継がれ、 「自分の代で切り倒し（伐採） 、売るわけにはいかねえ」とばかりに樹齢を重ね、母屋の屋根を遙かに越え、永年の風雪に曝されながら伸び枝ぶり、幹 太さや本数がその家の歴史をも 語っているような〝居久根〟もある。　
混交林で構成する〝居久根〟の機能や役割は、家屋を守る防風や暴
雨の抑制、防暑、防雪、防潮などに加え、雨水を涵養する。暮らしに不可欠な道具の素材や燃料（落ち葉、枯れ枝 ど） 、生業を支える肥料（落ち葉を堆肥や苗床に利用する）を供給し、筍を育て椎茸 栽培する場所であり、 子どもたちの成長を促す遊び場でもある。さらには、樹種や樹齢によっては、家屋の改築や増築はもとより、新築する際の用材（その一部でも）にと提供される
（写真３を参照のこと）
。
　〝居久根〟は、こうして多様な機能や役割を果たしながら、その家一軒だけにとどまらず、点在する集落や地域の歴史的な風景を構成てきた要素でもある。だから、その呼称や形態は地域によって異なるということがあっても驚かない。つまり、 〝居 は、その地域の気候や風土に応じて樹種が選ばれ、植生や生態が培われ、山 いや海辺、北と南とでは自ずからその役割も異なるであろう。 〝居久根〟は呼称が異なる 言えども、その地域の人々の経験知によって育ま 、熟成された象徴であるということに変わりはない。具体的 違いについて教えら ので、その一端を引用したい。
　
小林昌人は「屋敷林」と題する見出しのなかで、 「わが国では、夏
の台風や冬のシベリヤからの寒い季節風などから家屋を守るために、屋敷 周囲に樹々を植える風習が、 その形こそ違え全国的に見られる。とくに集落よりも、散村に多く見 れる。 」と前置きを記したうえで、「屋敷林の名称」について、次のように述べている。　　
　
これは西洋諸国などにはあまり見られぬ、わが国特有のもので
ある。これを民家関係の用語としては一般に屋敷林と呼んでいるが、そのほか屋敷森、防風林など も呼ぶこともあり、一定していない。昔ながらの呼び方は地方によって異なる。
　
というのだか
ら、 〝居久根〟について追いかけてみた。小林昌人は、続けて「江戸時代の呼称としては、小倉強氏によれば、天文五年
写真４　玉石と生け垣を施した“屋敷林”
（埼玉県熊谷市久下にて筆者撮影）
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（一五三六）の伊達家法令・塵芥集では『四壁（しへき） 』 、元禄十四年（一七〇一）の仙台藩の禁令では『居久根』と呼んでいる
（（
（注
。 」との
ことである。そこで「四壁（しへき） 」について『広辞苑』を引いてみると、 「①四方のかべ。②垣。囲い。③あたり。まわり。となりきんじょ。
︱
びき【四壁引】江戸時代、検地の際、屋敷の周囲に一定の
余地を与えて、 これに竿入れをしないこと。四方引 （しほうびき） 。 」 （岩波書店、一一七三頁）と り、 「屋敷の周囲に一定の余地を与え」られたところが〝居久根〟の敷地となり、植樹の余地になったということであり、小林昌人の言われるように イグネは屋敷境、転じて屋敷まわりの樹木もいう。 『クネ』は地境のこと、とされている
（（
（注
。 」とい
うことである。けれども 広い敷地のなかにあっては 〝居久根〟が隣家との屋敷境を示す は限らな 。 〝居久根〟に続いて自家 里山や畑が広がっているという地勢 ある。だから〝居久根〟は 隣 との屋敷境を示すために設置される生け垣や、無機質な塀（コンクリート製 ブロックや鉄製の柵など）とは自ずから異なる いうことを承知したのである
（写真４を参照のこと）
。
　　　　　　　
（２） 〝イグネ〟も〝エグネ〟も〝クネ〟のうち
　〝居久根〟づくりは、農山漁村に生きる人々の経験知を結集した創造であり、暮ら の伝統である。その〝居久根〟を育みな ら暮らしの糧を見いだし、共に生き永らえてきた。だから、たとえ呼称 異なり、多様な植生の雑木林のように見 も、そこは耕作地や田畑とは違う資源であり、 特異な生産の場 もあるとい だから、
改めて〝居久根〟に関心を寄せ、その呼称や特徴について追求してみたい。　
またしても小林昌人の説明を続けると、 「クネと呼ぶ所は全国的に
多い。東北地方ではイグネ、またはエグネという。関東地方では、短く刈り揃えたものをイケグネと言い、秩父では樫の木 クネをカシクネと呼んで る。九州ではクネ木・クネ藪、八丈島ではカセ ・クネなど ぶ。三宅島ではショグ と呼んでいるが、これは潮久根、つまり潮風を防ぐための久根 意味からの呼称であろう。山形県の庄内地方ではカザヨケ・サケギ（境木） 、置賜地方 はヤシキギ　『四壁（しへき） 』に似た呼称では、房総南部に四壁木（しへいぎ）という呼び方がある。　西日本では垣内（かいと）と呼ぶところが多いが、この系統ではカ
イニョ・カイニュウ・カイネなどがある。阿波祖谷山 要害 いう。　
静岡県浜松あたりでは遠州灘からの潮風が強いため、屋敷まわりに
槙（まき）を植え、それを刈り込んだ垣で囲う。この葉が細長いことから、これをホソバ 細葉垣（ほそばがき）　
島根県出雲地方の斐伊川（簸川）下流の平野は、中国山脈と島根半
島の山にはさまれ日本海側からの西風が強い所である。しかも この農家は散居村のため屋敷の周囲、とくに北側と西側に黒松 植えて刈り込んである。これを築地松（ついじまつ）と呼んでいる。これは明治時代になってからのことで、それ以前はマテバシイや竹・タブの混栽であった。当地では 『築地松の手入れの善し悪しで嫁 決ま 』
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と言われるほど築地松を重視している
（（
（注
。 」という。
　
長い引用になったが、以上のことから、各地には〝居久根〟と異な
る屋敷林の別称があり、その地に適った樹種や機能、役割があるという実態について教えられた。 確かに筆者も勤務地である群馬県では 「樫ぐねと呼んでいる」と聞き
（（
（注
、外房の海岸に近い民家を訪ねたとき、周
辺の家々が高野槙 （こうやまき） と思われる生け垣で道路側をはじめ、隣家と 屋敷境を囲み、目隠しのように見えたことを目の当たりにして、家郷の〝居久根〟との違 について気づいた だった。そして、隣家との屋敷境を示す生け垣と 〝居久根〟をつくりだす要因は何なのであろうか、という疑問を抱いたまま今日に至った。そこで考えてみた だが、隣家との距離が近ければ垣根をつくり、ある程度離れていなければ〝居久根〟はつくれないという立地条件、地勢や風土の違い、 生業との関わりについても気づき、 地域めぐりの見聞によって〝灯台、もと暗し〟の浅知恵を痛感し、省みるこ ができた。　
また、出雲地方の「築地松」で思いだしたのだが、静岡県の遠州灘
に面した地域には、 「三保の松原」や、伝説 含めた「羽衣の松 などにて知られ、育まれてきた景観が息づいている。その素敵な「くろまつ林」は家屋を囲む〝居久根 とは異なるものの 「天竜川が吐き出した大量の砂・太平洋の波と風といった自然環境の要素に人為的な力を加えて砂丘をつくり、そこにクロマツを植えて育てる。そして今度は人がそのクロマツから、防風・防潮・燃料といった恵みを受ける。その燃料は、人為的に造成された砂畑にお て収穫された甘藷加工に
利用される。ここには、自然環境と人為環境の調和、人とクロマツの共生といった人と自然の美しい交響が見られる。 」
（（
（注
という「共生」に
伴う「美し 交響」の末永い演奏を願ってやまない。　
こうして、世界遺産に登録された「三保の松原」の〝文化的景観〟
を思い出しながら、 筆者の知る 〝居久根〟 について説明を続けたい。 〝居久根〟は南向きの家屋であれば、大体が西側や北側（家屋の背後にあたる）の「一定の余地」に 混栽されたなかには樹齢数十年から百年を超え 古木や老木、大木を含め、そ 機能や役割も多様であるということは前述したとおりである。それに加えるならば、防火や防砂（内陸では春先の土埃）にも役立ち、夏には木陰や涼しさをつくり、小動物たちの塒（ねぐら）ともなり、動物や植物との共生にも寄与し、生物多
写真５　“居久根”に続く里山のある民家
（岩手県一関市花泉町にて筆者撮影）
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様性の土壌や環境としても息づいており、人間もまた生物多様性のなかの一員であるということである。従って、第一次産業と分けられている農林漁業 就業人口の減少や生産力の低下が続けば、 〝居久根〟はもとより屋敷林が果たしてきた機能や役割も衰退し 多面的で、しかも循環的な生業や暮らしを営む第一次産業中心の農山漁村が荒廃を余儀なくされ、地域社会が育んできた地力が劣化し、地域社会そのものが崩壊するであろう。　
日本の農山漁村における 〝居久根〟 の機能や役割の衰退は、 〝居久根〟
と隣合わせだったり敷地続きだったりする〝里山〟の荒廃や、実用的な効用の衰退にも波及 こと必至であろう。 居久根〟や里山などに生息していた〝生物多様性〟も不調を来 し、地域の底力 低下に伴い、山里の風景も単調になり、貧弱な様相を呈するであろう。やがて、これらの趨勢は国土全体 波及し、国力（安心安全な社会で、美味しい食べ物や美しい景観に恵まれ、人は親切で誠実で魅力的。だから日本に行ってみようと、多くの外国人に評価されること 決 て、かつてのような軍事力ではな ）の弱体化 陥 苦悩することになろう。　〝居久根〟や里山は、総合的な資源であり供給源であるという生態を忘れてはいけない。 〝生物多様性〟はも より、かつては救荒作物ではないけれども、多種多様な食物を狩猟採集する場所であり、その必要は今も変わり しない
（（
（注
（写真５を参照のこと）
。つまり、 「栗 ・ 楢 ・
栃などの堅果 （けんか） 類の食習は縄文時代以来現代まで続いている。
静岡県浜松市水窪町の町の木は栃で、この地には『栃を伐る馬鹿、植える馬鹿』という諺がある。貴重な食料を恵んでくれる の木を伐るのは愚かである。同様に、栃 木を植えればすぐに実が得られると思うのも愚かだ。栃の木が実をつけ ように るまでには人の世代で三代かかるからである。諺にはこのような意味が込められていた だ
（（
（注
。 」
という諺そ のだけ はなく、諺 秘められた暮らしの意味を理解すべきであるということであろう　
また、 「岐阜県の、 神通川上流域には 『スエキドチ』 という習慣があっ
た。嫁ぐ娘に、山中の一本の栃の木の権利、即ち、その実の採取権を与えて嫁がせたのである。一本 栃 木は、人の一生はおろか、一〇〇年も、二〇〇年も実を与え続けてくれ のである
（（
（注
。 」という習
慣が、呼称や地域の違いは っても〝居久根〟に含まれる屋敷林や敷地続きの里山の保全と継承が「現世安穏、後世善処」 如く暮らしてきたのである。　
諺は永年にわたる口伝であり、暮らしのなかの古典である。だから
諺や習慣に背いたり粗末にしたりするような現 社会 趨勢を目の当たりにして、 〝居久根〟や里山の荒廃にとどまらず、やがて「人 クロマツとの共生といっ 人と自然と 美しい交響」を疎外したり乖離したり、不協和を来すのではないかという懸念を覚え、危惧す のである。 「人心同じからざる」というけれども、関わり合 の必然や絆の尊厳を忘れた不協和 は救いがな であろう。先師の言葉に「性相近し、習相遠
（（
（注
」とあるが、制度化や法律化されていない諺や習慣
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こそが、共同体のなかで育まれてきた伝統の底力であり、生き抜いてきた教養に他ならない。それでいて「民主主義」のもとで「近代的」な教育を受けた多くの人は、 うした地力を養いながら、人権や個性の尊重を謳うだ であり、あるいは卑俗化したり軽蔑したりするのはどうしたことであろう。 「自由・平等・博愛」を掲げ、 「自立自尊」の民主化という政策を受け入れながら、 「お互い様 「御陰様」と交わし合う共生共存 言動に恵まれないのはどうしたことであろう。百家争鳴、他事争論のもと、個人的にして個別的な意見の追求は、如何なる制度や法律も障害とみなし、無機質なモノ 所持を煽動する「進歩発展至上主義」の趨勢と に や法制の施行を待たずに社会の混乱を促すことになるであろう。確かに、すべて 制度や政策は、時の世の試作品であり試行である。 いずれも未完成を余儀 されて る。従って、 「近代化」の一環と称する進歩発展だ 便利だ、開発だ、などという宣伝文句は、可変的 「近代化」を万能視するゆえ 万事に過信や幻想、錯覚などの強迫観念を肥大させ、不具合や副作用を生み出す変化をも、進歩への過程であると嘯き、進歩す ば何もかも解消されると思わせぶりを宣伝しながら、自作自演の悲劇 演じていということである。このことは、 「歳寒くして然る後（ ち）に、松柏の彫（しぼむ）るに後（おく）るるを知るなり
（（
（注
」という先師の教え
を思い出すまでもなく、夏の盛りも過ぎて秋を迎え 日増しに寒くなると、繁っていた広葉樹の葉は彩りを添えて落ちる。だが 針葉樹葉は少し色を変えただけで落ちないこと 後で知 、という意味
る。だから、夏の盛りには同じように調子がよくとも、寒さに喩えられる困難や障害が生じると、その実力や性質が露見するということである。従って、わが〝居久根〟と称する屋敷林の多様な機能や 役割の低下や劣化は、その家の地力や底力にも影響を及ぼし、地域社会の構成力や総合力も弱体化させてしまう。そうした国土や国民に至らしめるような、見識のない発想に基づく政策を憂い、座学教授や机上だけの、二言目によく言う「議論してから」の口実を聞く びに、失望を覚えるのは決して筆者ばかりではないであろう。 「進歩的」で「科学的」だという人為的 欲求は、傲慢な夢想の追求なのだから やがて「歳寒くして」 「落葉帰根」の「運命随順」に目覚め、 「無為自然」や「自然回帰 への大道を目指し 「安心立命」の境地を熱望することになるであろう。　
今や農林漁業を生業としてきた人々は、高齢化してしまい後継者も
いないという。 農山漁村 中心に地域社会 衰退が叫ばれ 〝限界集落〟の増加、共同体への帰属意識の低下などは、座学講義に等しい場当たり的な政策では改善し い。むしろ、 益々「個人 人権 尊重」や「学問の自由」に託けた御為ごかしや親切ごかしが氾濫したり 身 つけた条件 比較による逆平等、不平等などが生み出す〝格差社会〟が蔓延し り、便利な利益だ を追求する合理的な〝依存社会〟へと進
、
歩
発、
展するであろう。その兆しは、すでに「御飯を炊く」から「御飯を
煮る」 、 「伝家の宝刀」ではなく「天下の宝刀」と「耳障り いい」ようにいう。 年齢の違いについて尋ねたら 「それじゃ私 いっこ違 じゃ
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ん」と言い、夕方になっても「おはよう」と交わす〝自由〟が、 「個人的人権の尊重」なのであろうか。たとえば、 急須で「お茶を煎れる」のではなく、ペットボトルを持ち歩いて、いつでもどこでも傾けるのだから、 なるほど「自由」であり「個人的人権の尊重」なの あろう。それでいて地域社会や家庭で学び、その歴史や伝統に育まれたであろう〝教養〟はどうしたのであろうか。 「衣食足りて礼節を知る どとい 教訓や箴言を忘れてしまったのであろうか。進
、
歩的な時世なの
だから、教訓だけ なく〝竈〟に代わって電気（ガス）釜が生まれたように、 〝居久根 がなくとも生きられるということなのであろう。しかし、今でも〝竈神様〟に睨まれ がら〝居久根〟に囲まれ、 「御陰様です」と交わしながら生きている人々のいることを忘れては らない。確かに、時世はこれか の暮らしと益 乖離しつつあり、愛惜の念に堪えない。竈 、居久根よ、どこへ くね、と尋ねたら、 〝わたし ことはかまわないで〟という返事であった。けれども心配しないではいられ
（ちば
　
みつぎ・高崎経済大学地域政策学部教授）
〈注〉（１）二〇一三（平成二十五）年七月一日（月曜日）付けの「読売新聞」は、 「寝る前
のスマホ眠りに悪い？」 「大学生に調査
　
講義の居眠り増える」などという見出
しを掲げ、 「夜 寝床でスマートホン（高機能携帯電話）をよく使う学生は、大学の講義中に居 をしやすいという研究結果を、大阪バイオディカル専門学校の吉村道孝講師（臨床心理学）が日本睡眠学会で発表した。寝床では目とスマホの距離が近く、液晶画面から出る青色光（ブルーライト）が眠りの質に悪影響を与えている可能性があるという。／研究は大学生３３７人を対象に、消灯後にス
マホを使う頻度と睡眠の内容を尋ねた。消灯後にスマホを使う回数で、 学生を 『週４日以下』 『週５日以上』に分けた場合、 夜の睡眠時間に差はなかった。しかし『週４日以下』の学生が、 １週間で講義中に合計１時間以上の居眠りをする割合が７・１％だったのに対し、 『週５日以上』の学生は
17・０％と、倍以上に増えた。／
また大学生の目とスマホの距離を調べたところ、寝た状態では平均
16・４㌢で、
坐って使う場合に比べ約４㌢近かった。 」と報じていた。
　　　
後日には、 同じく「読売新聞」 （同九月八日〈日曜日〉付け）が、 「子供スマホ『不
安』７割」 「内閣府調査
　
有害情報や犯罪懸念」などいう見出しとともに報告し
ていた。さらには、 同じく「読売新聞」が「子ども スマホ」という表題にて、 上・中・下に分け三日間連続にて、 『つな り』依存
　
生活に支障」 「昼夜逆転で通
院治療も」 （同九月二十七日〈金曜日〉付け） 、 「顔の見えぬ集団すぐ同調」 「仲はずれ極度に怖がる」 （同二十八日〈土曜日〉付け） 、 「依存症や怖さ、親が知る」「親子で同機種
　
使用のルールを」 （同二十九日〈日曜日〉付け）などという、そ
れぞれの見出しを掲げて報じていた。 紙など 参考にして、御一考願いたい。
（２） 『新村出編
　
広辞苑
　
第四版』岩波書店、一一一頁。
（３）注２に同じ。五二八頁。（４）飯島吉晴『竈神と厠神──
　
異界とこの世の境』人文書院、二十六頁。
（５）注４に同じ。九十四頁。（６）小林昌人『民家と風土』岩崎美術社、三二九頁。（７）注６に同じ。三六〇頁。（８）注２に同じ。八六八頁。（９）注６に同じ。三六七頁。（
10）流行歌「お吉物語」の歌詞にて、作詞
　
藤田まさと、作曲
　
陸奥
　
明、歌
　
天津
羽衣。
　　　
「お吉物語」の「お吉」とは、 「唐人・お吉のこと。伊豆下田の船大工の娘。幕吏のはからいでアメリカ人ハリスの妾になったという。のち で投身自殺。一八四一〜一八九〇」 （ 『広辞苑』三四二頁）という説明に教えられた。これは「御一新」を掲げた国策の犠牲者であった という歴史を忘れてはならないだろう
（
11）注２に同じ。五二九頁。
（
12）注２に同じ。五二八頁。そのなかの「民の竈は賑はひにけり」とは、 『新古今和
歌集』のなかの「賀歌」 （七〇七）であり、 「仁徳天皇御製
　
貢物許されて国富め
るを御覧じて」という詞書に続 て、 高き屋にのぼりて見 ば煙りたつ民のかまどはにぎはひにけり」と伝え れ いる。
（
13）注４に同じ。一〇三頁。
（
14） 『万葉集』を編纂したと伝えられている大伴家持は、長歌のなかで「こころの火
さえ燃えつつ、思ひ恋ひ息づきあまり・・・」 （巻十七、 四〇一一）などと詠んでいる。
（
15）注６に同じ。一八〇頁。猶、 引用文のなかの「小倉強氏によれば」は、 小倉強『東
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北の民俗』相模書房、七十五頁〜八〇頁からの引用、かつ参照したということであろう。
（
16）注６に同じ。一八〇頁〜一八一頁。
（
17）注６に同じ。一八一頁。
（
18）戸所隆『観光集落の再生と創生──温泉・文化景観再考』 （海青社）一七四頁、
及び一七八頁を参照した。
（
19）野本寛一『生態と民俗──
　
人と動植物の相渉譜』講談社学術文庫、九十二頁。
（
20）丸山徳次・宮浦富保編『里山学のすすめ ─
　〈文化としての自然〉再生にむけて』
（昭和堂）のなかの「Ⅱ
　
里山と人の関わり」 （八十七頁以下）の章を構成してい
る各論考に教えられた。特に「食用植物のアク抜き」 （一三三頁以下）の技術に関し、伝統の底力ともいうべき経験知の結集、その尊厳を痛感した。また、先日には藻谷浩介（日本総研主席研究員） ・ＮＨＫ広島取材班『里山資本主義』 （角川ｏｎｅテーマ
21）を通読し、 「人間社会の営みのうち、金銭に換算される部分は
ごく一部」 （一五四頁）などと 趣旨の説明に共感を覚えた。一読をお勧めしたい。
（
21）注
19に同じ。三十六頁。
（
22）注
21に同じ。
（
23）孔子『論語』 （陽貨篇）のなかの言葉。また、 「習い性となる」は、 『書経』のな
かの太甲篇にある言葉。 『書経』 は孔子が編纂したのではないかと伝えられている。
（
24）孔子『論語』 （子
篇）のなかの言葉。
附記
　
本誌『地域政策研究』第十六巻第二号に、筆者の小考も載せて戴き
ましてありがとうございます。関係各位に御礼を申し上げます。
　　　
当小考は、今年度をもちまして御退職されます
　　　
戸所隆先生の益々の御健勝と御活躍を祈念申し上げながら、謹んで
捧げる次第であります。
　　　
戸所先生には本学部の新設に伴い御着任以来、同僚としてお近づき
を戴き、学内外にて御尊顔を拝し、御活躍ぶりを拝聴して参りました。時には行き交いながらも 高説や学識の 教授という路上講義、御鞭撻をも戴いて参りました。そうした日々を振り返り、衷心より感謝申し上げる次第であります。
　　　
戸所先生
　
長い間ありがとうございました。

千葉
　
貢
　
拝
